
2001 -6 
No.505 

特集 「保健福祉施設整備計画基本構想②」

ニジマス放流体験
清富小児童

-・・・圃・・・圃盟盟~量里l.3盟E盟E・・・・・・・・



美
し
い
街
な
み
形
成
な
ど
、
市
街

地
整
備
の
指
針
と
な
る
『
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
を
策
定
し
て
1

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
ガ
l

デ
ニ
ン
グ
講
座
や
駅
前
花
だ
ん
の
整

備
、
商
庖
街
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
た

花
苗
の
一
部
支
援
、
ま
た
、
現
在
進

行
中
の
プ
ラ
ン
タ
l
の
無
料
配
布
な

ど
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

沿
っ
て
、
花
の
街
な
み
づ
く
り
に
向

け
た
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
秋
か
ら
は
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
も
目

玉
と
も
言
え
る
「
中
心
市
街
地
整
備

構
想
」
の
策
定
に
向
け
て
、
「
新
・
中

心
市
街
地
ニ
ギ
ワ
イ
隊
」
を
結
成
し
、

平
成
凶
年
度
末
ま
で
に
整
備
構
想
の

提
言
を
ま
と
め
あ
げ
る
予
定
で
す
。

「
新
・
中
心
市
街
地
ニ
ギ
ワ
イ
隊
」

は
、
活
気
や
賑
わ
い
が
な
く
な
っ
て

久
し
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
ま
ち
中

に
、
「
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
」
と

い
う
思
い
を
持
っ
た
人
た
ち
が
町
の

呼
び
か
け
で
集
ま
り
、
温
泉
隊
長
以

下
隊
員
数
は
げ
名
で
、
商
業
者
の
方

を
は
じ
め
、
各
団
体
の
代
表

(
J
A
、

商
工
会
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
)
や
一
般
町
民
の
方
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
ロ
年
度
中
に
お
け

る
『
新
・
中
心
市
街
地
ニ
ギ
ワ
イ
隊
』

の
構
想
策
定
作
業
の
中
間
報
告
を
し

ま
す
。

計
画
定
お
れ
は
宅
ラ
之
り
ご
り

を
九
な
気
持
ぢ
で

購
想
づ
く
り
を

ス
タ
ー
ト
さ
世
ま
し
定

「
何
か
を
や
ろ
う
と
し
て
も
、
な

か
な
か
ま
と
ま
ら
ず
、
結
局
何
も
や

ら
な
い
で
終
わ
っ
て
い
る
」
そ
ん
な

厳
し
い
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
何
か

と
厳
し
い
情
勢
の
中
で
、
人
材
不
足

や
先
が
見
え
な
い
な
ど
、
賑
わ
い
の

「
ま
ち
の
中
心
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
く
う
え
で
、
多
く
の
課
題
や

問
題
、
悩
み
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
過
去
を
振
り
返
っ

て
み
て
も
、
確
か
に
商
店
街
の
活
性

化
や
駅
舎
、
駅
前
広
場
の
整
備
な
ど

の
構
想
は
あ
り
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
実
現
化
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
態

で
す
が
、
こ
れ
を
単
な
る
マ
イ
ナ
ス

の
こ
と
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

こ
の
こ
と
も
貴
重
な
経
験
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
共
有
し
、

今
後
の
話
の
展
開
に
活
か
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

構
想
づ
く
り
に
は
テ
l
マ
や
乙
だ

わ
り
、
，
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
描

く
か
が
重
要
で
す
。
上
富
良
野
に
は

花
や
農
作
物
の
ほ
か
、
ま
だ
ま
だ
発

掘
さ
れ
て
い
な
い
魅
力
・
資
源
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
ち
の
中
心
の

イ
メ
ー
ジ
は
、
地
元
だ
か
ら
こ
そ
享

受
・
共
有
で
き
る
と
れ
ら
の
資
源
に

と
だ
わ
っ
た
、
町
民
自
ら
が
楽
し
め

る
ま
ち
の
中
心
を
目
指
し
ま
す
。

あ
る3

つ
の
基
本
方
針

「
ま
ち
の
中
心
づ
く
り
構
想
」
の

策
定
作
業
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

常
に
意
識
を
し
、
目
指
す
も
の
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
、
基
本
的
な
方
針

を
掲
げ
ま
し
た
。

官
E

A

F

J
『
し
っ
か
り
し
た
核
を
つ
く
る
』

図

過
去
の
経
緯
を
振
り
返
る
中
か
ら
、

単
発
的
な
活
動
・
事
業
だ
け
で
は
行

き
詰
ま
り
ゃ
す
く
、
大
き
な
全
体
の

動
き
に
は
結
び
つ
き
に
く
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
し

っ
か
り
と
し
た
“
核
"
を
つ
く
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
核
と
な
る
動

き
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ

に
付
随
し
て
様
々
な
人
た
ち
が
行
う

様
々
な
活
動
・
行
動
が
相
互
に
共
鳴

し
合
い
、
連
動
し
、
結
合
し
、
そ
し

て
ど
ん
ど
ん
と
大
き
な
動
き
が
作
り

出
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

9
“
【
」
『
ソ
フ
ト
面
を
重
視
す
る
』

ハ
ー
ド
的
な
街
並
み
づ
く
り
や
施

設
づ
く
り
を
手
段
と
し
て
で
は
な
く

そ
れ
自
体
を
目
的
と
し
て
進
め
て
し

ま
う
と
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
息
切
れ

し
て
し
ま
い
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が

愛
着
と
必
要
性
を
感
じ
な
が
ら
利
用

す
る
場
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ハ
ー
ド

に
ハ

1
ト
を
吹
き
込
む
た
め
の
ソ
フ

ト
面
で
の
取
り
組
み
は
絶
対
に
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
内
発
的

に
一
歩
一
歩
進
め
、
息
の
長
い
賑
わ

い
の
場
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
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『
ま
ち
づ
く
り
意
識
の
共
有
』

上
富
良
野
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

と
い
え
ば
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
街
で
す

が
、
"
花
の
ま
ち
“
を
名
乗
る
市
町
村

は
数
え
切
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
"
花

の
妖
精
が
見
え
る
ま
ち
“
と
銘
打
っ

て
、
今
以
上
に
町
民
が
花
と
深
く
関

わ
る
ま
ち
づ
く
り
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

当
然
、
町
全
体
の
意
識
が
盛
り
上
が

ら
な
け
れ
ば
出
来
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
町
民
全
体
が
共
有
で
き

る
よ
う
な
目
標
を
見
出
し
、
ま
ち
の

中
心
づ
く
り
構
想
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

具
体
的
提
案

『
エ
リ
ア
の
区
分
と
導
入
機
能
』

「
ま
ち
の
中
心
づ
く
り
」
構
想
を

策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
大
き
く
分

け
て
ふ
た
つ
の
エ
リ
ア
に
区
分
を
し

ま
し
た
。
「
駅
及
び
駅
周
辺
」
繁
華

街
を
含
む
平
和
通
り
(
旧
国
道
)
沿

い
の
「
商
業
地
域
」
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
毎
に
、
必
要
な

施
設
、
機
能
の
導
入
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
進
め
て
お
り
、
今
回
の
中
間

報
告
で
は
、
現
時
点
で
出
さ
れ
て
い

る
提
案
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

商業地域エリアでは、賑わいを創出させる基盤の

整備や、活動の場が必要です。

。美しい街なみづくり

-バリアフリー歩道

・電柱、電線の地中化 ・街路灯、並木の整備

・ポケットスペースの設置 ・花のディスプレイ

。空き庖舗・倉庫、空き地活用

-さがり横丁創設 ・地場産野菜直売所

・多目的なギャラリー ・ビアガーデン

-子ども服などのリサイクル市

-リラクゼーションスペース

-お年寄りと子どもの交流の場

・趣味、創作の場

・土日はホコテン(歩行者天国)イベント開催

・空き倉庫を利用した、季節を感じるテーマ館

など、この項目については、まだまだ多くの提案

がなされています。

また、両エリアにまたがる公益性が高い機能の導

入としては、

。交流・居住機能

・イベント広場

-公営住宅

・ミニコンサート

ホール

-農産物加工所

(建替時)

さらに、来街者

の快適な滞在を支える環境づくりとしては、

.老若男女を問わず憩える場

-各所にベンチ、 トイレ設置

.駐車場の確保

・融雪機、流雪溝の設置

・一年中、花が見られる場所などが提案されています。

駅及び駅周辺エリアでは、町民も観光で来られた

方も、訪れやすく使いやすい場所でなければなりま

せん。このことを念頭において提案がなされました。

O交通結節機能

-多機能でバリアフリーな駅舎への建替え

-駐車場、自転車プールを備えた駅前広場の整備

.町内循環パスの乗り入れ

-駅前通りの歩行者優先化(歩道部分を道路の中央に)

O情報・交流機能

・待ち合い図書コーナー

.多目的小ホール

・情報コーナー(観光、町内)

・物産コーナー

-コンビ二、喫茶店

などが提案されています。

さらに、駅の魅力アップを図るため、ログ造りで

個性ある駅舎、地場

食材を使った名物駅

弁、花と香りのおも

てなし広場の整備な

ども提案されていま

す。

;-¥ 

今
後
の
作
業
で
は
、
さ
ら
に
新
し

い
提
案
も
出
し
合
い
な
が
ら
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
で
、
事
業
の
実

現
化
、
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
て
議

論
を
深
め
、
必
要
な
機
能
の
導
入
や

施
設
の
配
置
、
賑
わ
い
を
促
す
た
め

の
活
動
の
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

2a奪幸司rfl，よ

事
務
局
・
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
ま
ち
づ
く
り
課

街
並
み
推
進
係
⑮
6
9
8
3

回
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q
f用
か
ら
日
用
ま
で

生
ヨ
ミ
の
き
ア
ル
収
条
を
行
い
ま
す

町
で
肱
、
生
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
を
事
焼
四
年
度
完
全
実
施
に
向
け
準
織
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
一地
生
ゴ
ミ
の
モ
デ
ル
地
区
を
一議
権
'L
、

生
一コ
ミ
の
中
に
不
純
物
が
入
っ
て
い
騒
い
が
、

生
当
一主
-の
量
は
£
の
く
ら
い
判
あ
る
の
か
融
ど
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

モ
デ
ル
地
区
の
皆
さ
ん
一の
ご
理
解
と
ご
協
カ
を
お
願
い
し
ま
』す。

生コミとlaヮ
台所から出る野菜や魚介などの倉物のクズ。

O 員殻…ホタテや力キ貝などの貝殻は、不燃ゴミ
(黄色袋)分別していますが、生ゴミで収集

することになります。

トウモロコシの芯・・・一般ゴミで収集していますが、

生ゴミで収集することになります。

割り箸、アルミホイル、ラップなど…生ゴミに混

ざらないようにしましょう。

コミも出E容ときlaヮ
モデル地区!こ生ゴミ指定袋を配布します。

排出日(可燃ゴミと同一日 水曜・土曜)にゴミステー

ションに出します。

生ゴミはネットで水切りし、不純物が入5ないように
しましょう。

O 

× 

生コミlaむろ私る0)ワ

現在、生ゴミは一般ゴミとして収集し、クリーンセン

ターで焼却していますが、町では少しでちゴミの量を減

らす定め、生ゴミを堆肥化するコンポストの聞成を行い、

設置を進めていますが、コミは増える一方です。そこで

家庭か5だされる一般ゴミのうち、約4劃をしめる生ゴ
ミを大切な資源として有苅活用する定め、富良野地区環

境衛生組合では生ゴミを堆肥化し処理する施設を富良野

市布部地区に建設中です。

平成14年には試運転をはじめ、 15年4月には完成する

ことにより、富良野地区広域圏の生ゴミのすべてを処理

することになります。

コごーボヌト0)師戚

• 1基につき3，000円を朗成します。
-この即成は、1世帯につき2基までです。

(過去に町の朗成を受けたちのち含む)

-申し込みは、町民生活課環境整備係 官⑮6985
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目

日
の
出
公
園
整
備
に
向
け
て

ご
意
見
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す

日
の
出
公
園
の
結
木
問
題
で
は
、

町
民
皆
さ
ん
に
大
変
な
迷
惑
と
ご
心

配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
様
々
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
反
映
し
て
森
林
部
内
に
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
遊
具
の
設
置
を
今
年
度
進
め

て
い
ま
す
が
、
今
後
の
本
格
的
な
復

旧
に
向
け
て
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
、
整
備
事
業
を
計
画
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ア

イ
デ
ィ
ア
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
「
ま
ち
*
つ
く
り

委
員
会
」
で
ご
検
討
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
・
ア
イ
デ
ィ
ア
が
反

映
さ
れ
た
計
画
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・

ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
施
設
係

包

@
6
9
8
3
ま
で

応
募
方
法
町
民
ポ
ス
ト
へ
の
投
函

剛

@
5
3
6
2

E
メ
ー
ル
一
〈
貨
当
否
⑥
台
「
B
0・コ
0
・8

応
募
期
限

8
月
末
ま
で

番勤

母動

番勤

花
好
き
あ
つ
ま
れ
!

花
探
訪
か
み
ふ
ら
の

フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
の
岡
本
栄
太

郎
さ
ん
を
中
心
に
花
好
き
が
集
ま
り
、

「
見
せ
て
く
だ
さ
い
ア
ナ
タ
の
お

庭
・
見
て
く
だ
さ
い
ワ
タ
シ
の
お

庭
」
を
合
言
葉
に
、
町
内
の
ガ

l
デ

ニ
ン
グ
の
様
子
を
歩
い
て
探
り
ま
す
。

お
友
だ
ち
と
連
れ
立
っ
て
気
軽
な
気

分
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

7
月
8
日
(
日
)
叩
時
1
M
M
時

集
合
場
所
泉
町
会
館
(
泉
町
1
丁
目
)

参
加
料
無
料

雨
天
時
泉
町
会
館
内
で
ガ
|
デ
二

ン
グ
の
写
真
鑑
賞

問
合
せ
岡
本
栄
太
郎

g
@
3
2
3
4
 

回



企画調整課広報広聴係
町民の声を聴く窓口です。

宮@6980 FAX@5362 Eメール kami如@如rano.ne.jp

園圏 J喜岡山量』 館建言

役
場
庁
舎
2
階
に
企
画
調
整

課
広
報
広
聴
係
が
あ
り
ま
す
。

「
岡
崎
凹
H
広
く
報
じ
る
岡

E

H
広
く
聴
く
」
と
書
く
よ
う
に
、

情
報
を
提
供
す
る
町
広
報
紙
を

発
行
し
、
広
く
住
民
の
意
見
を

聞
く
広
聴
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す。

投函されたご意見やご

提言について町長がお答

えtています。
町民ポストはお町内5

箇所に設置し、 FAX.

Eメールでも受け付けて

います。

町民ポスト

夢・未来を語ろう
まちづくりトーク

町は、住民と情報を共

有し、協働のまちづくり

を進めるため、町の将来

構想や現在抱えている主

要事業等についてテーマ

を決め、町民みんなでま

ちづくりについて語ろう

ろうといラものです。町

からの情報や考え方、住

民の考え方などを交換し

合える場です。

役
場
で
コ
ピ
l
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

ほ
し
い
J

(匿
名
)

9
8掛
P
V一夢ず

公
益
上
、
必
要
性
に
応
じ
町
民
の

皆
様
に
コ
ピ
l
対
応
す
る
場
合
は
あ

り
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
用
務

に
関
す
る
コ
ピ
ー
な
ど
希
望
に
応
じ

た
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

実
施
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町

内
に
は
、
複
数
の
民
間
業
者
に
お
い

て
コ
ピ
l
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

実
態
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

(
総
務
課
)

日
の
出
公
園
ふ
れ
あ
い
花
壇
の
植
栽

用
に
置
い
て
あ
る
花
の
苗
を
持
ち
去

る
人
が
い
る
よ
う
で
す
。
何
か
対
策

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
(
匿
名
)

9
6
a
p
v
a伊ず

ふ
れ
あ
い
花
壇
は
、
当
地
を
訪
れ

る
観
光
客
を
迎
え
る
花
と
香
り
の
公

園
と
し
て
、
ま
た
、
町
民
の
憩
い
の

公
園
と
し
て
、
行
政
と
住
民
が
一
緒

に
な
っ
て
花
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
る
も
の
で
す
。
植
栽
用
の
苗

は、

ふ
れ
あ
い
花
壇
参
加
団
体
の
皆

さ
ん
が
移
植
す
る
ま
で
の
問
、
公
園

の
一
定
場
所
に
置
い
て
あ
る
も
の
で

/'"ヘ

いつでも企画調整課で

受け付けていますが、住

民会単位でのご意見Jご
要望、ご提言等をお聞き

してお答えしています。

(今年度は9月ごろを予定)

要望・陳情

町長と話そう

団体、サークル、町内

会などグループごとで、

r jまちづくりや課題などに

ついて考えを聞いてほし

い、町長の意見を聞きた

いなど、町長とひざを交

えて話ができます。

す
。
参
加
団
体
の
方
々
と
植
栽
の
日

程
調
整
を
し
な
が
ら
、
花
の
苗
を
持

ち
帰
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
マ
ナ
ー

を
守
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
目
を

向
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(商
工
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
)

上
富
良
野
に
越
し
て
き
で
江
花
十
字

路
か
ら
千
望
峠
方
面
を
散
歩
中
、
道

の
端
々
に
投
げ
捨
て
た
缶
や
ビ
ン
が

あ
り
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
里
と
し
て
よ

い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
に
と
て
も
残

念
に
思
い
ま
し
た
。
ゴ
ミ
を
拾
っ
て

歩
い
て
も
翌
日
に
は
新
し
い
ゴ
ミ
が

捨
て
て
あ
り
、
見
て
い
る
と
ト
ラ
ッ

町民ポスト設置場所変更のお知らせ

町内5箇所に設置していた町民ポストのうち、セン

トラルプラザから JR駅舎内に、老人身障者センター

から町立病院に変更し、 6月から次の5箇所に設置す

ることになりました。

①役場庁舎 ②公民館 ③社会教育総合センター

④JR駅舎内 ⑤町立病院

ク
や
ダ
ン
プ
な
ど
道
路
を
使
う
人
が

捨
て
て
お
り
、
大
半
は
分
別
の
あ
る

大
人
の
方
の
よ
う
で
す
。
若
者
の
見

本
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
ご
一
考
く
だ

さ
い
。
(
匿
名
)

9
8第
v
a
vず

道
路
わ
き
の
空
き
缶
、
ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
は
、
ご
意
見
の
と
お
り
で
す
。

早
速
「
ポ
イ
捨
て
禁
止
」
の
啓
発
看

板
を
設
置
し
ま
し
た
。
マ
ナ
ー
が
向

上
し
、
「
ポ
イ
捨
て
」
が
な
く
な
る

こ
と
を
期
待
し
、
今
後
も
啓
発
活
動

・
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
町
民
生
活
課
)

町民一人一人の意見が、住民主体のまちづくりを進めます。

あなたのご意見をお聞かせてください。

れ参事司r"，よt国



平成13年度の介護保険料

それぞれ加入している医療保険と併せて納めていただいてい

ます。国民健康保険に加入している方は、国民健康保険税とし

て納付することになります。

詳しいことは、税務課宮@6989にお問い合わせください。

mm 
伺
聞

み
ん
な
で
支
え
志

65歳以上(第1号被保険者)の方の介護保険料

上富良野町の介護保険料は図 1のとおり、国の特別対策事業

により段階的に納めるようになっています。 4月"-'9月までは

軽減された額、 10月からは本来の介護保険料の額を納付してい

ただくことになります。

介護保険料決定通知書及び直接納付の方の納付通知書は、

月下旬に郵送します。

(図1)平成13年度~平成14年度の介護保険料

①保険料は、次の表のとおり、段階的に納めていただきます。

平成13年4月 平成13年10月 平成14年4月
マ ママ

i軽減額|
l 本来の保険料の額を納めます

!本来の保険料の i
i半額を納めます:

河一一一平成13年度

6，800円I!
キ

_1  il1州 11 27，
000P1
1 

階|本人が町民税課税で所得 45，000円I I 11， 300P11 j I 33，700P11 | | ||l l，3 
|金額が250万円未満の方 I(36，000円X1.25) .l.l， UVV1JII uu"VVIJI 

階|本人が町民税課税で所得| 附 00円I I 13， 500P11 j I 40， 500P1 I A1Æi~f~~~~';;;';";U~~~'~ Inro ^~~'rnv，~~~~ 13，5 
1金額が250万円以上の方 I(36，000円X1.5) .lu，uVVI J I I -.rv， uVVI J I 

介護保険制度及び保険料についてのお問い合わせは、保健福祉課介護保険係官@6987まで

介
護
保
険
料

2
0
5
0
年
に
は
国
民
の

3
人
に

1
人
が
臼
歳
以
上
の

高
齢
者
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
わ
が
国
の
社
会
保
障
制
度
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
も

1
年
が
た
ち
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
は
、

ω歳
以
上
の
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に

介
護
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
き
、

乱

介
護
を
必
要
と
す
る
方
を
支
え
る
制
度
で
す

y

¥

加
齢
、
疾
病
に
よ
り
身
体
が
虚
弱
に
な
っ
て
も

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
住
み
慣
れ
た
町
で

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
介
護
保
険
料
が
支
え
て
い
ま
す
。

A 

1¥ 

6 

平成14年度一一一--:咽嵯't 

②保険料は所得状況によって5段階にわかれます。

上富良野町の介護保険料(年額 36，000円)

45，000円

54，000円

平成14年度
年額保険料

27，000円

36，000円

18，800円

平成13年度
年額保険料

20，200円

27，000円

33， 700円

40，500円

13，500円4，500円

00円

00円

平成13年度
軽減額

キ

段階 所得区分
本来の年額

(36，000円×割合)

第l段階
生活保護または老齢福祉 18，000円
年金を受けている方 (36，000円XO.5)

第2段階 町民税が世帯非課税の方
27，000円
(36，000円XO.75)

第3段階 町民税が本人非課税の方 36，000円

第4段

第5段

固
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組
旅
館
繕
紅
施
設
整
備
計
-
働
基
広
繕
忽
②

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

仮
称

保
健
と
福
祉
の
拠
点
づ
く
り

あ
な
た
は
賛
成
?
そ
れ
と
も
反
対
?

急
速
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
伴
い
、

老
人
医
療
費
の
高
騰
や
寝
た
き
り
・
痴

ほ
う
老
人
等
の
介
護
に
要
す
る
費
用
な

ど
、
上
富
良
野
町
の
社
会
保
障
費
は
急

速
に
増
大
し
、
現
役
世
代
へ
の
負
担
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
現
状
に

あ
り
ま
す
。
今
後
も
高
齢
化
は
急
速
に

進
み
、
日
年
後
に
は
町
民
の

4
人
に
1

人
は
高
齢
者
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

そ
の
た
め
、
少
子
高
齢
化
に
向
け
た
幻

世
紀
に
対
応
す
る
施
設
と
し
て
、
町
民

の
健
康
づ
く
り
及
び
福
祉
活
動
の
拠
点

と
な
る
保
健
福
祉
施
設
の
整
備
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
施
設
の
建
設
に
は

約
凶
億
円
の
資
金
投
資
が
必
要
で
す

バ
ブ
ル
経
済
が
破
綻
し
た
後
の
日
本

経
済
を
反
映
し
て
、
国
の
税
収
が
伸
び

悩
む
中
、
地
方
に
配
分
さ
れ
る
地
方
交

付
税
も
年
々
減
少
す
る
な
ど
、
多
く
の

自
治
体
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
本
町

に
お
い
て
も
財
政
状
況
は
厳
し
い
現
状

に
あ
り
ま
す
が
、
町
第
4
次
総
合
計
画

策
定
時
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
最

も
要
望
の
多
い
「
保
健
福
祉
の
充
実
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
を
構
築
す
る
た
め
、

凶
年
後
・
初
年
後
の
上
富
良
野
町
の
将

来
を
見
据
え
た
中
で
、
こ
の
保
健
福
祉

施
設
は
大
変
重
要
な
施
設
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
建
設
財
源
に
つ
い
て
も

補
助
・
起
債
制
度
に
つ
い
て
国
や
道
と

も
協
議
し
な
が
ら
、
町
の
財
政
計
画
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

4
つ
の
機
能
を
備
え
た
施
設
の
形

あ
な
た
の
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

広
報
4
月
号
で
は
、
町
が
計
画
し
て

い
る
保
健
福
祉
施
設
(
仮
称
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
)
の
必
要
性
及
び
施

設
の
持
つ

4
つ
の
機
能
に
つ
い
て
掲
載

，，--.¥ 

保健福祉施設(仮称保健福祉総合センター)

計画検討協議会委員が決定しました

町では、住民参加の施設計画づくりを進めるため、

広報4月号で一般募集していました保健福祉施設(
仮称 保健福祉総合センター)計画検討協議会委員
が、次のとおり決定しました。

この協議会は、 6月から12月噴までの問、施設計
画について多方面から検討していただくこととして

番号 所 属 氏 名

1 社会福祉協議会代表 会長堀内慎一郎

2 身体障害者福祉協会代表 会長大森 明

3 老人クラブ連合会代表 会長瀬 川外吉

4 民生児童委員協議会代表 会長山岸利夫

5 手をつなごう親の会代表 会長 千秋 幸二

6 団体ボランァィア代表 JAふれあい会会長 田中紀子

7 個人ボフ ンァィア代表 旭町水上満雄

8 歩月の会代表 東町樋口信子

9 食生活改善推進員代表 西町山内敬子

10 リハビリ教室参加者代表 宮町津久井力

11 子育てサークル代表 本町小林裕美

12 福祉推進員代表 東町松田勝利

13 福祉推進員代表 本町奥野 司

14 {主 民 公 募 本町森本尽子

15 住 民 公 募 清富尾崎 功

計画検討協議会委員名簿

し
、
計
画
に
至
る
経
過
、
施
設
の
必
要

性
、
施
設
の
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
等

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
(
詳
し
く
は
、

広
報
4
月
号
を
ご
覧
く
だ
い
。
)

今
月
号
で
は
、
そ
の

4
つ
の
機
能
を

備
え
た
施
設
の
構
想
図
を
掲
載
し
ま
す
。

こ
の
構
想
図
は
決
定
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
今
後
、
議
会
と
の
協
議
や
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
た
め
の
協

議
用
の
素
案
で
あ
り
、
平
成
比
年
度
の

1
年
間
を
か
け
て
、
こ
の
施
設
が
必
要

で
あ
る
が
ど
う
か
も
含
め
て
、
細
部
の

検
討
を
し
て
い
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

nm世
臼
札
じ
苅
摘
す

ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

回

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
聞
く
た
め
に
、
住
民
公
聴
会
、

い
き
い
き
上
富
良
野
塾
な
ど
開
催
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
各
種
団
体
(
小
グ

ル
ー
プ
、
町
内
会
等
)
へ
の
出
前
説
明

会
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
気
軽

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

参考句rfl，

保
健
福
祉
施
設
に
関
す
る
ご
意
見
、
問
合
せ

出
前
説
明
会
の
申
込
み
先

保
健
福
祉
課
福
祉
係
官

@
6
9
8
7



(仮称保健福祉総合センター)

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
部
門

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
加
・

4
2
m

(
機
能
回
復
訓
練
室
削
・

4
2
m
)

要
介
護
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
の
方
‘

を
対
象
に
、
送
迎
に
よ
る
通
所
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
入
浴
、
食
事
、
機
能

訓
練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

日
以
外
に
は
、
各
種
の
介
護
予
防
教

室
A

転
倒
予
防
、
痴
ほ
う
予
防
、
リ

ハ
ビ
リ
教
室
)
な
ど
を
開
催
し
て
介

護
予
防
や
疾
病
予
防
を
進
め
ま
す
。

..........1血、
，司，、

軍正 ¥ 

\μ、.~./~千\

"'"1づυ

‘' 

1階平面図|

，a¥ ¥ 

健
康
遊
浴
部
門

健
康
遊
浴
室
仰
・
花
2
m

(
歩
行
用
リ
ハ
ビ
リ
プ

l
ル
)

小
温
水
プ

l
ル
日

m
×
6
m

水
中
運
動
は
、
浮
力
、
水
圧
、
水
温

な
ど
の
効
果
に
よ
り
①
ひ
ざ
、
腰
へ

の
負
担
が
少
な
く
②
血
圧
や
心
拍
数

な
ど
血
管
へ
の
負
担
も
少
な
く
③
心

肺
機
能
や
筋
力
、
筋
持
久
力
が
向
上

④
骨
の
強
化
や
関
節
の
柔
軟
性
が
向

上
⑤
肥
満
防
止
な
ど
、
そ
の
効
果
は

陸
上
運
動
に
比
べ
て
非
常
に
優
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
プ

1
ル

で
は
中
高
年
者
の
生
活
習
慣
病
の
予

防
や
老
化
・
疾
病
予
防
、
障
害
者
の

身
体
機
能
の
維
持
増
進
(
リ
ハ
ビ
リ
)

な
ど
、
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
の

拠
点
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

浴

室

部

・

4
2
m

浴
室
は
①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

入
浴
サ
ー
ビ
ス
提
供
②
独
居
老
人
の

方
な
ど
の
入
浴
機
会
の
確
保
や
交
流

活
動
③
健
康
遊
浴
室
(
小
温
水
プ
ー

ル
)
利
用
時
の
採
暖
(
体
を
暖
め
る
)

に
利
用
し
ま
す
。

困
保健福課福祉係ft@6987?意見をお聞かせください。



上富良野町保健福祉施設基本構想図

地
域
ふ
れ
あ
い
ホ
l
ル

m・6
2
m

プ
レ
イ
ル
l
ム

詑

・

2

2

m

Z
】ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
四
・
0
?附

施
設
を
利
用
す
る
乳
幼
・児
か
ち
高
齢

者
刊
障
害
者
の
方
が
集
い
、
世
代
を

越
え
て
自
然
な
か
た
ち
で
交
流
で
き

る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
ま
た
、

多
目
的
ホ
l
ル
利
用
時
の
待
合
に
も

活
用
し
ま
す
。
プ
レ
イ
ル
ー
ム
随
、

乳
幼
児
の
遊
び
場
と
し
て
利
用
し
ま

す。
健
康
器
具
コ
ー
ナ
ー

健
康
づ
く
り
に
効
果
の
あ
る
有
酸
素

健
康
器
具
を
設
置
し
て
、
適
度
な
運

動
効
果
に
よ
り
健
康
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

施
設
の
概
要
と
計
画

①
設
予
定
地

大
町
2
丁
目
8
番
1
0
5
5
番
お

(
役
場
横
旧
町
立
病
院
跡
地
)

②

構

造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
2
階
建
て

③

面

積
1
階

2
、
7
6
9
・
6
0
2
m

2
階

6
2
6
・
0
8
2
m

計

3
、
3
9
5
・
6
8
2
m

④
概
算
事
業
費
総
額
約
時
億
円

⑤
建
設
予
定
年
度

平
成
同
年
度
実
施
設
計

平
成
市
年
度

1
平
成
市
年
度

建
築
工
事
・
外
構
工
事

r--¥ 

ROQF' 

固

¥¥  

¥ ¥/"  

¥/"  
値時都板
/" 
/" 

固
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この平面図は、協議用のための素案です。町民の皆さんのこ

'~O)参考句rfltよ回
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陽
気
巴
誘
わ
れ
て
、
何
か
体
を
動

か
し
だ
く
な
る
季
節
巴
な
り
ま
し
だ
。

外
を
歩
く
の
は
チ
ヨ
ッ
ト
お
っ
く
う

だ
け
ど
、
体
を
動
か
し
だ
い
・
:
で
も
、

「
伺
を
し
た
ら
い
い
の
か
、
わ
か
ら

な
い
。
」
と
い
う
万
も
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

会
月
号
と
来
月
号
の
2
団
連
載
で
、

家
族
で
楽
し
く
効
果
的
巴
で
き
る
運

動
「
ウ
工
ル
ビ
ク
ス
」
巳
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

「
ウ
工
ル
ビ
ク
ス
」
つ
て
な
あ
巴
?

ペフ
ムノ

ウい初
工のめ
ルでて
ビは
クなこ
ス3いの
はで名
アす称
メかを
リ?聞
力く
な万
ど t

「ウエルビクス 1J 

多くの酸素を吸い込みながら体を動

かすことで、脂肪が燃焼されて肥満

が解消。また、中性脂肪を減少させ、

善玉コレステロールを増やし動脈硬

化を抑制。心肺機能も高まる。

で
「
ウ
工
ル
ラ
ウ
ン
ド
・
工
ク
サ
サ

イ
ズ
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
で
は
別
々

に
行
わ
れ
て
い
た
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、

筋
力
づ
く
り
、
工
ア
口
ビ
ク
ス
な
ど

の
3
つ
の
運
動
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取

り
入
れ
だ
運
動
と
い
う
こ
と
で
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
運
動
を
組
み
合
わ
せ
て

体
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
「
余

分
な
脂
肪
を
減
ら
し
、
筋
力
の
強
化

と
柔
軟
性
在
高
め
る
」
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま
定
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
筋
力
づ

く
り
を
共
に
行
う
こ
と
で
、
筋
肉
づ

く
り
時
に
蓄
積
す
る
乳
酸
(
疲
労
物

質
)
が
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
分
解
さ
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。

疲
れ
が
少
な
く
、
効
率
よ
く
続
け

ら
れ
る
運
動
と
言
え
そ
う
で
す
。

ウエルビクス
エアロビクスより

バランスが取れた運動

(ウエル=well=よい)という意味で
今、注目を集めています。

「
ウ
工
ル
ビ
ク
ス
」
に
は
、

ど
ん
な
種
類
、
が
あ
る
の
?

①
屋
外
ウ
工
ル
ビ
ク
ス
(
公
園
や

グ
ラ
ン
ド
)
、
②
室
内
ウ
工
ル
ビ
ク

ス
(
体
育
館
)
、
③
プ
ー
ル
ウ
工
ル

ビ
ク
ヌ
(
プ
ー
ル
)
、
④
チ
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
(
家
庭
)
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

場
所
を
選
ば
ず
に
ど
こ
で
で
ち
で
き
、

ひ
ざ
、
腰
が
悪
い
方
、
高
齢
の
万
な

ど
に
ち
、
プ
ー
ル
や
チ
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
(
椅
子
を
使
う
)
を
行
な
う
な
ど
、

誰
に
で
ち
で
き
る
運
動
の
よ
う
で
す

ね。

筋肉にカを入れて負荷をかけて運動する

ことで筋力を維持し強化。バランス感覚

も良くなり、転倒予防の効果がある。

筋肉をゆっくり伸ばして柔軟性を

高め、筋力を効率よく生かすこと

ができる。また、関節の動かせる

範囲が広がり転倒しにくくする。
具
体
的
内
容
は
、
来
月
号
で
・
:
。

町
立
病
院
平
山
理
学
療
法
士
に
お

話
し
を
お
伺
い
し
ま
す
。

そ
れ
よ
り
早
く
知
り
定
い
と
言
う
万
・
・
・
。

健
康
セ
ミ
ナ
で
ウ
エ
ル
ビ
ク
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
?

6
月
お
日
ウ
工
ル
ビ
ク
ス
教
室

7
月
j

9
月
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

(
日
に
ち
未
定
・
5
回
)

叩
月
お
日
肩
こ
り
・
五
十
肩
予
防

教
室

什
月
お
日
一
屑
の
ス
ポ
ツ
障
害
予

防
教
室

吃
月
叩
日
ひ
ざ
の
障
害
予
防
教
室

申
込
み
は
、
各
月
毎
巴
行
っ
て
い

ま
す
。
各
月
号
の
広
報
を
ご
覧
下
さ

問
合
せ
・
申
込
み
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー

@
5
5
1
1

固
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わが家(j)iフイド/ιな

が

や

ま

ひ

よ

り

永
山
陽
葉
里
ち
ゃ
ん
繍

さ

と

う

ゅ

う

か

佐
藤
優
花
ち
ゃ
ん
繍

聖せ
令れ
菜な
ち
ゃ
ん

繍島一位い生塙
誠次さん・香奈江さんの子(宮町 1丁目)

おままごととお人形遊びが大招きで、

リズム感ある歌と踊りち得意な仲良し姉

妹。テレビの前でいつ壱踊っています。

素直でやさしい子に育ってほしいです。

俊明さん・ひとみさんの予(東7線北26呈)

うちはペンシヨンの左め、お害の

お迎え、お見送りは上手|こしていま

す。お外での土いじりとおままごと

が大招き。陽定まりのような温かい

心の子に育ってほしいです。

母子関係

受付時間個別案内

会 場社会教育総合センター

砂4か月児健康診査

6月26日(火) 平成13年 2月生まれの予

7月24日(火〉 平成13年 3月生まれの子

砂7か月児乳児相談

6月26日(火) 平成12年11月生まれの子

7月24日(火) 平成12年12月生まれの手

砂10か月児乳児相談

6月26日〈火) 平成12年 8月生まれの子

7月24日(火) 平成12年 9月生まれの子

砂1歳 6か月児健康診査

6月26日(火) 平成11年12月生まれの予

7月24日(火) 平成12年 1月生まれの予

惨3歳児健康診査

6月19日(火) 平成 10年4月~5月生まれの子

砂すくすく教室(育児離乳食教室)

会場草分防災センタ一

日程 7月26日(木〉

成人一般関係

砂減塩クッキング教室

塩分を控えた食事作りを実習します。

日時 6月21日(木) 7月17日(火)

1O :00~ 13:00 

会 場公民館

老人保健関係

砂リハビリ教室 1 
主に脳卒中後遺症の方を対象に有事操など体を動

かしたり学習などで再発予防を行ってzいます。 宅

日時 6月14日(木)、28日(木) 句、
7月12日(木) .，.~.....，~"，..， 

ト?ル9 :30~ 11 :30 
4
2
 

場社会教育総合センター

純ーさん・郁美さんの予(富町 1丁目)

マイクを持って叡うことが大好

き。はさみ片手|こ紙を切るのも大

得意。自分で何でもチャレンジ、す

る、人の気捧ちを考えられる手|こ

育ってほしいです。

ミ二ドック関係

*40歳以よの万を対象に循環器と胃・大腸・肺がん

検診を行います。

申込万法 農協組合員の万

~ 

/5，5の農協上富良野支所
農業振興課 (ft.@3135)

その他一般の万保健福祉課保健予防係

(ft@6987) 

日程 6月27日(水)、 28日(木)、29日(金)

受付時間 6:30~ 、 7:30~、 8:30~ 、 9:00~

会 場老人身障者センター

対 象 40歳以上

検診料 一般 2，500円

※ワO歳以上(昭和7年4月 1日以前生まれ)の方は、

無潤です。

住民健診関係

舎年蚕百五民の方々の健康増進などを目的に住民

健診を実施します。(世帯別に受診案内いたします。〉

日程 7 月 3 日 (火)~6 日 〈金)

7 月10日(火)~13 日〈金)

会 場公民館

対 象結核検診

肺がん検診

循環器(生活習慣〉健診

*検診料は無料です。

15歳以上の万

40歳以上の方

40歳以上の万

本 ，，" 

，j 壁、

，)' 

，t 

、

.' 

健康

.・'-.キ.~
再戸

智正

=，.' :-')''1'r~，. 
いん13¥おめいしょん

..... ~日，~
[information :情報]

申込み・問合せ 保健福祉課包@69 8 7 

回 41暗号司rt/tよ



功
績
を
た
た
え
て

総務大臣表彰を
受賞さねまじた

み
ん
な
の
記
念
に
桜
植
樹

4
月
却
日
、
日
の
出
公
園
で
「
町

制
施
行
日
周
年
・
新
世
紀
(
幻
世
紀
)

記
念
」
桜
植
樹

が
応
募
さ
れ
た

家
族
連
れ
な
ど
、

約
問
人
の
参
加

で
行
わ
れ
ま
し

た
日
本
さ
く
ら

協
会
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
印
本
の

桜
の
苗
木
を
参

加
さ
れ
た
皆
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
植

樹
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
2
S
3
か

月
ほ
ど
で
根
を
つ
け
、
早
い
も
の
は

来
春
に
も
花
が
咲
く
そ
う
で
す
。

ま
た
、
み
ど
り
の
日
で
あ
る
こ
の

目
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
苗
木
即
売

会
で
、
か
み
ふ
ら
の
十
勝
岳
観
光
協

会
は
、

2
種
類
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
苗
木

1
3
0
0
本
を
、
苗
木
屋
さ
ん
は
パ

ン
ジ
ー
な
ど
の
花
の
苗
や
牡
丹
桜
な

ど
の
苗
木
を
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

町
内
2
か
所
の
大
型
ス
ー
パ
ー
前

で
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
よ
る
街
頭

，r---

んさ
)口同

一れ
三
灯

義
問

しま

島
(71歳

浦

統計功労者として国勢調査員11回

をはじめ、農林統計など各種統計調

査員として55年の永きにわたり尽力

され、その功績を評価され、今回、

総務大臣からの表彰を受けました。

募
金
が
行
わ
れ
、
買
い
物
に
来
た
多

く
の
方
が
「
緑
の
募
金
」
に
協
力
し

て
く
れ
ま
し
た
。

|口口口口口口

あるき
円

u
門
U
門
U

門
U

門
U

門
】

堀
知
事
は
「
北
海

道
は
世
界

一
の
食
料

基
地
に
な
り
う
る
。

安
全
で
、
環
境
に
や

さ
し
い
農
業
を
推
進

し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
は
も
っ
と
生
産
者

と
消
費
者
が
見
え
る

流
通
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

"
も
の
“
の
時
代
か
ら

"
こ
こ
ろ
“
の
時
代
に

な
っ
て
い
る
。」
と
北

海
道
農
業
の
将
来
像
、

後
継
者
対
策
や
農
業
と
観
光
の
連
携

な
ど
、
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

回

知
事
が
パ
ン
づ
く
り
体
験

5
月
比
日
・

日
日
、
堀
知
事

が
「
市
町
村
訪

問
ふ
れ
あ
い
ト

ー
ク
」
で
上
川

中
部
・
富
良
野

地
域
を
訪
れ
ま

し
た
。

知
事
が
道
内

の
各
市
町
村
を

訪
問
し
て
道
民

と
ふ
れ
あ
い
、

懇
談
な
ど
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
課
題
を
把
握
し
、
よ
り
身

近
な
道
政
を
進
め
る
た
め
、
毎
年
数

支
庁
の
市
町
村
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

凶
日
に
上
富
良
野
町
を
訪
れ
た
堀

ま
ご
め

知
事
と
馬
籍
上
川
支
庁
長
は
、
農
産

物
加
工
実
習
施
設
で
、
エ
プ
ロ
ン
に

長
靴
姿
で
パ
ン
の
生
地
を
丸
め
、
形

を
整
え
る
パ
ン
づ
く
り
体
験
を
し
、

焼
き
た
て
パ
ン
と
搾
り
た
て
牛
乳
、

黒
大
豆
で
造
っ
た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
色
の

豆
腐
を
食
べ
な
が
ら
、
こ
の
施
設
を

利
用
し
て
い
る
農
村
女
性
2
団
体
、

9
人
と
懇
談
し
ま
し
た
。

/ヘ



町
立
病
院
に
新
し
い
先
生

町
立
病
院
に
新
し
く

外
科
医
の
兼
古
先
生
が
着
任
さ
れ
ま

し
た
。
昨
日
ま
で
勤
務
さ
れ
て
い
た

町
立
芽
室
病
院
で
は
、
静
脈
癌
の
手

術
を
年
間
制
例
行
う
な
ど
主
に
血
管

手
術
に
携
わ
っ
て
き
た
先
生
で
す
。

真
っ
黒
な
ひ
げ
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ

ン
ト
の
兼
古
先
生
に
、
着
任
一
日
目

の
印
象
と
抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。

「
昨
日
午
後
3
時
に
芽
室
町
を
出

発
し
、
今
日
、
辞
令
を
受
け
取
り
診

察
し
ま
し
た
。
こ
こ
の
病
院
で
は
、

外
科
診
療
よ
り
整
形
外
科
診
療
の
患

者
さ
ん
が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

良
い
医
療
に
心
が
け
、
小
野
沢
整
形

外
科
医
院
で
手
術
後
入
院
を
要
す
る

患
者
さ
ん
に
つ
い
て
も
連
携
を
密
に

医
療
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

6
月
1
日

女プロフィール大
かねこ みのる

医師兼古 稔

昭和40年生まれ 35歳
旭川医科大学卒業

生まれたばかりの長男と

2歳になる長女の4人家族。
奥さんはご主人の後輩で

小児科医。現在産休中。

趣味/フライフィッシング

機械いじり(スピーカー
をつくったりしている)

スポーツ/テニス

今
日
、
整
形
外
科
の
患
者
さ
ん
を

診
療
し
ま
し
た
が
、
実
は
、
静
脈
癌

を
2
件
見
つ
け
ま
し
た
。
血
管
の
弁

の
不
全
で
起
こ
る
の
で
す
が
、
立
ち

仕
事
の
多
い
人
や
産
後
の
女
性
に
多

い
病
気
で
す
。
手
術
は
外
来
で
行
え

ま
す
が
、
ほ
う
っ
て
お
く
と
手
術
が

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
気
が
つ
い
た
ら
す
ぐ
診
察
を
受

け
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
手
術
を
行
っ
て

こ
な
か

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

外
科
医
で
す
か
ら
手
術
を
行
う
こ
と

が
第
一
で
す
。
手
術
を
行
え
る
設
備

を
整
え
て
い
た
だ
き
、
緊
急
の
手
術

に
も
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

~~ヲ
見て

円
Unu] 

門
U

門

unu 

円
U

f 

5
月
お
日
、
博
物
館
「
土
の
館
」

ホ
ワ
イ
ト
農
場
に
お
い
て
、
蒸
気
式

ト
ラ
ク
タ
の
試
走
会
が
報
道
関
係
者

を
集
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
蒸
気
式
ト
ラ
ク
タ
は
道
内
の

農
場
が
所
有
し
て
い
る
1
9
0
2
年

イ
ギ
リ
ス
製
の
も
の
で
、
北
海
道
で

営
農
ト
ラ
ク
タ
が
導
入
さ
れ
て
今
年

日
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

7
月
の

の で保実
が整す存演
ほ備。会会
とと にに
んい 依向
どっ 頼け
でで して
、もて

保部 整富
存品 備良
会が し野
メな た市
ンい も S
ノ可も の L

間
年
前
の
蒸
気
式
ト
ラ
ク
タ
走
る

安
全
は
日
々
の
訓
練
か
ら

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
上
川

南
部
消
防
事
務
組
合
北
暑
の
訓
練
塔

に
ロ

l
プ
を
張
り
、
オ
レ
ン
ジ
色
の

救
助
服
を
着
た
救
助
隊
員
の
訓
練
姿

が
見
ら
れ
ま
す
。

7
月
ロ
日
に
札
幌
で
開
催
さ
れ
る

第
羽
田
全
道
救
助
技
術
訓
練
指
導
会

大
会
に
出
場
す
る
た
め
、
救
助
隊
員

ロ
名
が
訓
練
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
各
種
災
害
か
ら
地

域
住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、
全
道

の
救
助
隊
員
が

一
堂
に
会
し
、

ろ
鍛
え
抜
い
た
救
助
技
術
を
披
露
す

る
と
と
も
に
知
識
、
技
術
を
相
互
交

換
し
研
さ
ん
を
重
ね
る
た
め
に
昭
和

幻
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
北
暑

か
ら
は
個
人
l
、
団
体

2
の
計
3
種
目
で
、
ロ

ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
、

ロ
l
プ
応
用
登
は
ん
、

ロ
l
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出

日
ご

に
出
場
し
ま
す
。

昨
年
は
残
念
な
が
ら
全
国
大
会
出

場
権
は
獲
得
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

各
隊
員
、
今
年
こ
そ
は
全
道
大
会
で

好
成
績
を
あ
げ
、
全
国
大
会
出
場
を

目
指
し
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

おの参考句r~ょ

ー
所
有
の

S
L
部
品
を
分
け
て
も
ら

っ
た
り
、
新
た
に
製
作
し
た
り
と
部

品
集
め
に
も
一
苦
労
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

蒸
気
式
ト
ラ
ク
タ
は
S
L
と
同
じ

よ
う
に
石
炭
を
燃
や
し
、
蒸
気
機
関

に
よ
る
動
力
で
動
き
ま
す
。
重
量
が

あ
る
た
め
ブ
レ
ー
キ
の
効
き
が
悪
く
、

路
外
に
は
み
出
す
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
無
事
、
報
道
関
係
者

へ
の
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。

7
月
凶
日
・
日
日
に
は
同
会
場
に

て
蒸
気
式
ト
ラ
ク
タ
を
は
じ
め
、
北

海
道
導
入
ト
ラ
ク
タ
ー
号
機
な
ど
の

実
演
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

見
学
に
足
を
運
ん
で
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

固



-・・民事担~嗣

6月

12日・手育てひろば

17日.十勝岳山開き

19日・町議会定例会(1日目)

・身障者協会総会

20日.町議会定例会(2日目)

・子育てひろば

・女性学級学習日

21日・町議会定例会(3日目)

.行財政改革准進委員会

22日.町民講座

.いしずえ大学学習日

23 ~24日・予どち会初級リ ダ

一研修会

24日.上川母と女性教職員のつ

どい

27日・農業委員会総会

・ミ子育てひろば

・女性学級目

28日・映画鑑賞会

29日・青空読書会(西児童館)

・ホームヘルパ一三級養成

講座間講式

30日・青空読書会(東児童館)

お
忘
れ
な
く

免
許
更
新
時
講
習

優
良
講
習

(初
分
)

V
6
月
比
日
(
木
)
日
時
1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
6
月
初
日
(
水
)
日
時
1

消
防
2
階
大
会
議

V
6
月
お
日
(
月
)
日
時
1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
7
月
5
日
(
木
)
日
時
1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
7
月
日
日
(
金
)
同
時
1

中
富
良
野
町
公
民
館

一
般
講
習

(
2
時
間
)

V
6
月
お
日
(
月
)
比
時
i

V
7
月
5
日
(
木
)
凶
時
1

い
ず
れ
も
、
富
良
野
地
域
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー

※
ど
ち
ら
の
講
習
も
受
け
る
前
に
、

警
察
署
で
免
許
更
新
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
行
っ
て
い
な
い
場
合

に
は
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。(
富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会
)

ご
存
じ
で
す
か

人
権
擁
護
委
員
制
度

町
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
人
権
侵
害
の
問
題
な

ど
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

V
人
権
擁
護
委
員

・
佐

藤

操

宮
⑥
4
2
9
0

新
町
1
丁
目
3
番
目
号

・
佐
々
木
幸
子

宮
@
2
7
2
2

富
町
1
丁
目
2
番
必
号

・
岩

井

史

雄

官
@
2
1
8
0

富
町
2
丁
目
2
番
1
号

V
特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談
所

次
の
日
程
で
、

「特
設
人
権
心
配

ご
と
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

借
地
・
借
家
、
不
動
産
売
買
、
金

銭
貸
借
や
近
隣
と
の
争
い
、
学
校
で

の
い
じ
め
、
体
罰
や
不
登
校
児
問
題

な
ど
の
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

日
時

6
月
初
日
(
水
)
日
時
i
同
時

場
所

老
人
身
障
者
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
及
び

法
務
局
職
員

r¥ 

し
あ
わ
せ
・
応
援・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

民
生
委
員
児
童
委
員

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域
の

誰
も
が
幸
せ
で
安
心
し
た
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
応
援
し
ま
す
。

在
宅
生
活
や
暮
ら
し
に
関
す
る
こ

と
、
家
族
関
係
の
こ
と
、
育
児
・
教

育
の
こ
と
な
ど
何
か
心
配
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
民
生
委
員
児
童
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

個
人
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

国

民

年

金

国
民
年
金
に
加
入
す
る
方
、
す
で

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
次
の
よ

う
な
時
、
凶
日
以
内
に
届
け
出
が
必

要
で
す
。

-m歳
に
な
り
初
め
て
加
入
す
る
時

.
退
職
し
た
時

・
就
職
し
た
時

・
住
所
、
氏
名
が
変
わ
っ
た
時

7月

1日・戦没者追悼式

・社会を明るくする運動

音楽パレード

.第1固上川|スポーツフェ
スタ

3日・予育てひろば

6日・いしずえ大学学習日

8日・住民会対抗ソフトポール

大会

10日・手育てひろば

-
厚
生
(
共
済
)
年
金
に
加
入
し
て

い
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
時

.
配
偶
者
の
勤
め
先
が
変
わ
っ
た
時

届
け
出
に
は
、
印
鑑
、
年
金
手
帳
、

保
険
証
な
ど
の
ほ
か
に
必
要
な
も
の

が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ

町
民
生
活
課
住
民

年
金
係

官
@
6
9
8
5

ご
協
力
を

不
法
滞
在
外
国
人
対
策

6
月
は

「外
国
人
労
働
者
問
題
啓

発
月
間
」
で
す
。

不
法
滞
在
外
国
人
を
雇
用
し
た
り
、

就
労
を
斡
旋
し
た
り
す
る
と
雇
用
主

の
方
が
『
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
違
反
』
に
問
わ
れ
ま
す
。

外
国
人
を
雇
用
す
る
際
は
、
旅
券

で
在
留
資
格

・
在
留
期
間
な
ど
を
確

認
し
、
適
正
な
雇
用
を
し
て
く
だ
い
。

「不
法
滞
在
外
国
人
」
、
「
不
法
就
労

/ー¥

外
国
人
」
な
ど
を
見
た
り
聞
い
た
り

し
た
際
は
、

警
察
署
か
交
番
に
通
報

願
い
ま
す
。

富
良
野
警
察
署

包
⑫
0
1
1
0

上
富
良
野
交
番
宮

@
2
0
3
9

ま
た
、
外
国
人
労
働
者
の
適
正
な

雇
用
・
労
働
条
件
の
確
保
と
不
法
就

労
の
防
止
、
雇
用
状
況
報
告
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
に
関
す
る

問
題
の
相
談
は
、

ハロ
l
ワ
l
ク
旭
川

宮

0
1
6
6
1
5
1
1
0
1
7
6
ま
で

τ公
安

許
す
な
密
入
国
、

な
く
そ
う
不
法
就
労

-富良野地区保護司会上富良野支部
.上富良野更生保護婦人会

回

τ公
安



受
講
者
募
集

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
1
2
級
養
成
研
修

求
職
者
を
対
象
と
し
た
ホ
l
ム
ヘ

ル
パ
l
養
成
研
修
2
級
課
程
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

定

員

初

名

対
象
印
歳
未
満
の
無
職
で
、
資
格

取
得
後
、
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
業
務
に
従
事
す
る
事
を
希
望
す

る
方

講
習
期
間

8
月
幻
日
(
月
)
1
9
月
お
日
(
金
)

受
講
料
無
料

た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等
の
自
己

負
担
(
7
、
0
0
0
円
程
度
)
あ
り

講
習
場
所

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

(
富
良
野
市
西
麻
町
1
番
1
号

宮

@
2
6
1
9
)

一般書

天国への階段(上・下) (白川| 道)
天の瞳(成長編卜 11) (灰谷健次郎)
模倣犯(上・下宮部みゆき)
別れなかっ走理由 (橋幸夫・凡手)
レッドライト (森村誠一)
16週 あな疋といだ幸福怠時間

(向井 E紀)

公民館図書室

新刊図書案内

ぺ

募
集
期
間

7
月
日
日
(
水
)
ま
で

(
受
講
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

応
募
方
法

受
講
申
込
書
を
上
富
良
野
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
提
出

問
合
せ
道
立
旭
川
高
等
技
術
専
門
学
院

宮

0
1
6
6
1
6
5
1
6
2
2
0

活
用
し
よ
う
補
助
制
度

国
内
外
交
流
推
進
事
業

国
内
外
の
交
流
事
業
を
推
進
さ
れ

る
方
(
団
体
)
に
対
し
、
町
か
ら
予

算
の
範
囲
内
で
事
業
に
対
し
補
助
金

h

を
交
付
い
た
し
ま
す
。

研
修
視
察
等
を
希
望
す
る
方
を
次

の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

対
象
事
業

・
国
内
外
諸
都
市
と
の
交
流

天使の首飾り
(リチャ ド・ P・工ヴアンズ)

言葉は静かに踊る (柳 美里)
鯨の突く海 (内田康夫)
「みにくいあひるの子」だっ疋私

(梅宮アンナ)
灰夜新宿鮫VII 大沢在昌)
王家の風日 (宮城省昌光)
ドラマティックなひと波乱

(林真理手)

-
国
内
外
に
お
け
る
交
流

・
研
修
会
、
講
習
会
等
の
開
催

・
そ
の
他
国
内
外
交
流
推
進
の
た
め

の
事
業

対
象
者

・
町
内
に
在
住
す
る
個
人

・
町
内
の
団
体

(
5
名
以
上
)

・
そ
の
他
、
実
施
要
綱
に
よ
る

受
付
期
間
平
成
凶
年
度
前
期
(
平
成
凶
年

9
月
ま
で
)
は
6
月
却
日
(
金
)

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

宮

@
6
4
0
0

「地域安全活動推進委員」が
委嘱されました

総
務
課
庶
務
係

チビッコ集れ!

子供の広場では、

ミニSL.バッテ

リーカー・魚つか

み・駄菓子くじ・

ヨーヨ一つり・わ

たあめ・大好評の

カレーライスの試

食などが、すべて

無料で楽しめますJ

児童書

地獄堂霊界通信11 VOL.1 
射手 (雷用
わ5うピエロ人形 (斉藤
はだS<ぞ パス・トラック

(小賀野
み怠し子きょうりゅうトム
きょうふの底なし沼 (伊東章夫)
あつだまろう (古ろはらじろう)
かくれんぼ ころわん(問所ひさこ)
犬とあそlまう (倉津 七生)
おいしいちのなあに (山根ねこ)
しんくんとのんちゃん かいぷつの
おとしちの (とりごえまり)
あらいぐまラス力ル ありがとう、
ラス力ル (スタ リング・ノース)

恥
即
時
胴
洋

即
即
日

実)

-中町3岩淵悠男 ・本町5井馬智勝
・緑町3阿部誠志 ・大町2大久保稔
・南町3荒)11 賢 ・東町1持田嘉保
・宮町2岩井史雄 ・富町1森武雄

・栄町2荒)11敏春 ・扇町1細野澄男
・西町3平吹勉 ・東町4田上幾郎

・丘町1三浦公三(順不同)

以上の各住民会代表の方々が、

この度、任期(平成13・14年度)

新たに地域安全活動推進委員とし

て富良野警察署長・富良野地区防

犯協会長より委嘱状が交付されま

した。今後とも継続して防犯活動

.暴力追放推進活動をしていきま

すので、町民皆様のご理解とご協

力をお願いします。

郷土をさぐる
第18暑の販売察内

上富良野町郷土をさぐる会の

機関紙「郷土をさぐる 第18号」

が発行されました。

頒布価格は800円(税込み)です。

また、第18号以前の「郷土をさぐ

る」も若干の在庫があるとのこ

とです。

なお、定期購読

者は会員によって

配本されます。

買求め・問合せ 札制

郷土をさぐる会事務局

(郷土館内)宮@503I
上富良野町防犯協会

(事務局:町民生活課町民生活係)

【問合せ:駐屯地広報室
(包@3101内線215・216)】

い参考句rfi，よ固



お
知
ら
H
U

宮⑮4097

映画会

日時 6月16日(土) 10時~
対象小学生(幼児は保護者同

伴でお願いします。)

察!匂奮館7ric民L)参
加
者
募
集

13時30分~
青空読書会

日時 6月30日(士)
対象小学生

ウ
エ
ル
ビ
ク
ス
教
室

E
夏祭り

日時 7月14日(土) 13時~
対象・定員小学生・100名
持ち物 スーパーなどの買物袋
参加料 300円(申込みの時|こ

持ってきてね。)

申込み 6月30日(土)r-v定員に
なり次第締め切ります。

宮⑬6346i!!H号室館7riO¥L)

講
師
日
本
赤
十
字
北
海
道
看
護
大

学
教
授
奥
野
晃
正

場
所
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
料
無
料

*
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
、
公
民

1
館
に
入
場
整
理
券
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

宮

@
5
5
1
1

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
と
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

を
中
心
と
し
た
運
動
教
室
で
す
。

日
時

6
月
お
日
(
月
)
日
時
S

場
所
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象
お
お
む
ね
印
歳
以
上
の
方

定
員

ω名

申
込
み

6
月
辺
日
(
金
)
ま
で

問
合
せ
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

宮

@
5
5
1
1

参
加
者
募
集

町

民

講

座

子
育
て
ひ
ろ
ば

気
軽
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い

幼
児
と
お
母
さ
ん
の
避
び
の
ひ
ろ

ば
で
す
。
気
軽
に
遊
び
に
き
て
く
だ

さ
い
。
日
時

「
子
ど
も
達
が
抱
え
て
い
る

こ
乙
ろ
の
問
題
」

6
月
幻
日
(
金
)

印
時

i
m時
叩
分

参場
加所 107 
料時月
社 S 3 6 
無会 12日月
料教時'I20 
育む日
総 、こじ
合 10φ
セ日
ン士 27
タ ζ〉日

* 

演
題

日
時

〆ー¥

染め物教室

日時 6月23日(土) 9時30分~
対象・定員 小学生・20名

参加料 100円(材料代)

問
合
せ

宮

@
5
5
1
1

支
援
し
ま
す

15時~

13時30分~

青空読書会
日時 6月29日(金)
対象小学生

映画会

日時 7月7日(土)
対象小学生

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

地
産
地
消
に
よ
る
交
流
の
場

町
で
は
「
都
市
と
農
村
の
ふ
れ
あ

い
」
を
大
切
に
、
地
元
で
生
産
さ
れ

た
安
全
な
農
畜
産
物
等
を
新
鮮
な
ま

ま
消
費
者
に
届
け
る
直
売
か
ら
、
地

域
産
業
の
活
性
化
を
目
的
に
様
々
な

交
流
活
動
を
展
開
す
る
生
産
者
グ
ル

ー
プ
に
、
駅
隣
接
の
町
営
駐
車
場
の

一
部
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

場
所
の
提
供
を
受
け
た
い
グ
ル
ー

プ
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

宮

@
6
9
8
4

E末貫通災害の姐譜1 十
勝
岳
の
火
山
活
動
概
報

(
2
0
0
1
年
4
月
)

固

『
火
山
概
況
』

4
月
の
火
山
性
地
震
の
回
数
は
羽
田
で
、

3
月
よ
り
わ
ず
か
に
増
え
て
い
ま
す
が
、

活
動
に
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
別
に
見
て
も
最
高
で
4
月
叩
日
に
5
回
を

観
測
し
た
だ
け
で
す
。
火
山
性
微
動
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

遠
望
観
測
で
は
、
位
|

2
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
の
最
高
は
3
0
0
m
で
、
噴
煙
の

量
に
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
有
色
噴
煙
や
火
口
が
明
る
く
見
え
る

現
象
は
観
測
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
火
口
で
も
噴
煙
活
動
に
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
合
せ

旭
川
地
方
気
象
台
技
術
課

包

0
1
6
6
l
2
2
1
6
9
3
7

モ⑪

排水となるからです。
・豪雨の災害
「土砂災害」を引き起こします。
-地表の主砂や岩が崩れ落ちる現象で、
各地に発生レています。予測は極め
で困難です。

① IF土石流J
-土石と水が一体となって落ちる現象。
『山津波J r鉄砲水j といわれたリ
します。
-その前ぶれ一一山鳴り、木立の裂け
るようえよ音、 ドンというような音な
どがあります。雨が降り続いている
のに、川の水が急に減り始めたりす
る現犠があります。

②「士也すべり」
-粘土などのすべりやすい層を境に、
そのよの土がそっくり動き出す現象。
.その前ぶれー一地面にひび割れがで
きたり、一部が陥没したり隆起します。

③『斜面崩壊」
-がけの斜面が突発的に、急速にくず
れてくる現象。
-そのi前ぶ机一一小石がバラバラと落
忘る、崖1に裂1"1目ができる、がけか
ら7Jltが湧き出てくる怠どがあります。

F方災一切メ

.大関と(.i
• 1時間の雨量が30ミリ以上の雨を
気象用語で『大雨』といっています。
fバケツをひフくりかえしたような
雨jで、見る関1こ地面の水量が増し
てくる|雨です。

.集中豪l溺
・狭い地域I(乙姐時t聞に太量の雨が降
る現象でa 突然に発生し、 干0~2G
分間の鋭い降リ方を強弱をまじえて
繰り返し、大量に|降リます。
・1気象帰:語の『夫商uJ:tりもヲと多量
の1悶!で、1 災害『を大きくする雨です。
・都市化と水害
・舗装えEどで都市化が進んだとこるで
は込雨*(掌地表!面を低い方ヘ流れ、
短時間で河)1111'の鳴水が始まります。
・また、下水道の整備、厳業用水の発
達で雨水I~短詩聞でj可HIIこ集められ、
その増*1まス匡一ドアッヲしています。
.これが都I市や都市化の進んだ地域で
の河.)IIIO)Iほんらんと怒ります。
・こういう地械で，1，ま、大l雨のときの風
呂や洗濯11'まなるべく差し控えるよう
にする1のもーづ吻1対策マす。広範劉
のi一軒ー鮮が集法る i!:: ~~ ，'常に犬量の



映
画
を
楽
し
も
う

映
画
鑑
賞
会

V
6
月
の
映
画
「
兵
隊
や
く
ざ
」

勝
新
太
郎
主
演

日
時

6
月
初
日
(
木
)
日
時

1

場
所
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室

鑑
賞
料
無
料

問
合
せ
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

宮

@
5
5
1
1

試
験
案
内

狩
猟
免
許
試
験

平
成
凶
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

新
し
く
免
許
を
受
け
る
場
合
の
受
験

資
格
は
、
北
海
道
に
住
所
を
有
す
る
却

歳
以
上
の
方
で
、
精
神
病
者
・
知
的
障

害
者
・
て
ん
か
ん
病
者
で
な
く
、
麻
薬

等
覚
せ
い
剤
中
毒
者
で
な
い
こ
と
。

試
験
日
時

第

1
回

7
月
初
日
(
木
)

第

2
回

8
月
幻
日
(
木
)

い
ず
れ
も
、

9
時
か
ら
げ
時
ま
で

受
付
期
間

第

1
回

'<.. 

第
2
回

6
月
幻
日
(
水
)
1

7
月
日
日
(
水
)

7
月
お
日
(
水
)
1

8
月
8
日
(
水
)

r、

問
合
せ
上
川
支
庁
環
境
生
活
課
自
然
環
境

係

宮

0
1
6
6
4
6
1
5
1
1
1

ま
た
は
、
猟
友
会
上
富
良
野
部
会

事

務

局

宮

@
3
7
4
7
(蓑
田
)

受
講
生
募
集

住

民

講

座

V
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
プ
ロ
編
集
コ

l
ス

文
字
の
拡
大
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
、

網
掛
け
、
セ
ン
タ
リ
ン
グ
、
保
存
、

印
刷
等
を
学
び
ま
す
。

日
時

7
月
打
日
(
火
)
、
日
日
(
木
)
、

弘
日
(
火
)
、
お
日
(
木
)

日
時
初
分

i
m時
叩
分

定

員

日

名

受
講
料

6
、
0
0
0
円

V
陶
芸
教
室

陶
心
窯
(
野
原
寿
夫
先
生
)
で
実

施
し
ま
す
。
ー
、

2
日
目
に
自
由
に

作
品
を
作
っ
て
も
ら
い
、

彩
色
し
ま
す
。

日
時

7
月
2
日
(
月
)
、

凶
日
(
月
)

昼
の
コ

l
ス

3
日
目
に

3
日
(
火
)
、

印
時

i
U時

日
時

1
幻
時

夜
の
コ

l
ス

定
員

8
名

受
講
料

3
、
9
0
0
円

申
込
み
・
問
合
せ
富
良
野
地
域
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
宮
⑫
2
6
1
9

受
験
者
募
集

国
家
公
務
員
採
用
E
種
試
験
(
税
務
)

税
務
職
員
を

札
幌
国
税
局
で
は
、

募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格
は
、
昭
和
同
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
四
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
試
験
は
高
等
学
校

卒
業
程
度
で
す
。

受
付
期
間
は
、

6
月
初
日
(
水
)
か

ら
幻
日
(
水
)
ま
で
で
す
。

問
合
せ
富
良
野
税
務
署
総
務
課

程
⑫
2
1
4
4

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

教
科
書
展
示
会

平
成
凶
年
度
の
小
学
校
用
、
中
学

校
用
の
教
科
書
改
訂
に
伴
い
教
科
書

見
本
を
展
示
し
、
広
く
意
見
を
お
聞

き
し
ま
す
。

期
間

7
月
3
日
(
火

)
1
ロ
日
(
木
)

9
時

1
口
時
(
た
だ
し
、
土
・
日

曜
日
は
除
く
)

場
所
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
教
育
委
員
会
管
理
課
学
校

教

育

係

包

@
6
6
9
9

【占冠村】 : 【南富良野町】

:みんなで行こう カヌー・ラフティングに :
:研修施設双民館「そうみんかんJ 挑戦しませんか :

:双民館は占冠村の自然の中にひっそりと : 力ヌーを滑らせ湖面から見上げる景色|こ

しだ左足ずまいを見せる廃校を利用しだ :感動!空知川の激流をゴムボートで下る i
i研修施設です。料金も')ーヌ、ナブルで各種 : ラフテイングのヌリル|こ絶叫!

i研修lこピツタリ。宿泊施設も完備されてい :初心者でも家族でも気軽|こ参加できる各 :

: ますので、どうぞご利用ください。 種スクールとツ7フーを用意しています。
: 山の中でも携帯電話は使えます。

問合せ 南富良野町商工観光課
j問合せ摘す産業課 “ Z11 I qJ O l;;~引2

956-2121 ニ~院盤。内ツ圃. -_. 

可C FtEj
: 【中富良野町】 F‘ I~j~ 【富良野市】 i 

:開基記念日 rふらのチーズ たまねぎJ ~ 
~ r町民文化講演会」開催 : 販売のご案内 :

j今年は作家、詩人、俳優、そして本業サラソ jチ ズ工房オリジナル品「ふらのチーズだ j
: マンなどで活躍する伊奈かっぺい氏を : まねぎ」を限定販売します。
:講師lこ招き、町民文化講演会を開催します。 :ふらのチーズlこ自然豊かな富良野で育つ
整理券を発行します。 だだまねぎを使用。
期日 7月7日(ヰ ぜひ一度、工房でご賞昧ください。
開演 19時00分 : 発売予定日 6月上旬(限定2，000j~)
場所 改善センタ :希望小売価格 2，000円c肖費税別)
間合ぜ中富良野町教育委員 i問合せ富良野チス、工房
944-2204 923-1156 

A 
'34 

催:上富良野十勝岳山岳会
時:7月20日(金)海の日
役場前から 6時に出発

場所:黒岳(標高 1，9 8 4 m) 
参加費:大人2，000円、小人1，000円
持ち物:昼食、飲み物、雨具、着替え、

タオル、軍手等
申込み:7月15固まで
連絡先:ft@2554(伊藤)

回

5月の町内交通事故
発生状況

()は前年比

人身事故発生件数:1 (+0) 
死者数:0 (+ 0) 
傷者数:1 (+0) 
物損件数:20(-5) 
チャイルドシート・シートベルトの
着用&スピードダウンで安全運転

山

えい参事司rf/tよt

D 
亙呈町民

主
日



インタヒコー

清流獅子舞愛好会
たかまっしげあき

会長高松成章さん
(東6線北21号)

愛好会発足当時

東
中
地
区
の
地
域
芸
能
の
伝
示
活
動
を
行

っ
て
い
る
高
松
成
章
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
『
私
の
父
も
そ
う
で
し
た
が
、
東
中
老

人
会
(
睦
会
)
の
、
お
年
寄
り
た
ち
が
「
何

か
子
孫
に
残
し
た
い
」
と
、
富
山
の
獅
子

舞
を
参
考
に
し
て
、
知
恵
を
出
し
合
い
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
踊
り
を
開
発
し
ま
し
た
。
笛

や
太
鼓
、
鉦
飢
音
と
と
も
に
天
狗
が
面
白

く
舞
い
、
そ
れ
に
獅
子
が
挑
戦
し
な
が
ら

舞
遊
ぶ
姿
を
想
像
し
な
が
ら
獅
子
舞
を
開

発
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

家庭教育
シリーズ(172)

現代は、大人だけでなく多くの子どもたち

がストレスを抱えているといわれます。それ

だけ大変な時代であるわけです。

事件が起こる度に、 「何であんなおとなし

くてまじめな子が・・・」という言葉を耳に

します。その子の『心の叫び』が分からなか

ったからではないでしょうか。また、分かろ

うとしなかったからかも知れません。

どの子も、

「自分らしさを発揮したい!J 

「勉強が分かるようになりたい!J 

「友だちをたくさん作りたい!J 

「父母ともっと話がしたい!J 

「私の話を聞いてほしい!J 

「弟妹のことを面倒見ているのに・・・ J

「我慢している自分をわかってほしい!J 

「少しは、甘えてみたい!J 

「つらい気持ちをわかってほしい!J 

「なにやってんの!Jでなくて、 「どうした

の ?J と言ってほしい。

「今忙しいから、後でね["お父さんは、仕

事で疲れていて大変なの」と言わないで。

等々、いろいろな思いや叫びをもっています。

また、いろいろなしぐさや態度で私たちに

サインを送っています。

アンテナを高くしたり広げたりして、子ど

もの叫びに、気配り・目配り・心配りを!

親と子のきずな

子どもの叫び

/ー¥

昭
和
日
年
に
大
き
な
か
ん
が
い
排
水
工

事
完
了
の
記
念
に

「清
流
の
郷
」
と
刻
ま

れ
た
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
、
こ
れ
に
ち
な

み
「
清
流
獅
子
舞
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
芸
能
を
伝
え
よ
う
と
東
中
中
学
校
の

生
徒
た
ち
に
よ
っ
て
「
保
存
会
」
が
で
き
、

平
成
元
年
に
は
地
元
の
有
志
が
集
ま
り
、

「
愛
好
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
毎
年

9
月
4
・
5
日
の
秋
祭
り
に
は
、
天
狗
が

4
、
獅
子
頭
が
4
、
太
鼓
が
2
、
鉦
が
l
、

笛
が
4
の
計
日
人
構
成
で
、
東
中
地
区
を

練
り
歩
き
、
印
か
所
ほ
ど
で
踊
り
を
舞
い

ま
す
。
踊
り
は
、

4
か
ら
5
種
類
の
舞
が

あ
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

等
で
踊
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
日
人
と
い
う
人
数
が
集
ま
ら
な
い

の
が
少
々
悩
み
で
す
。
し
か
し
、
清
流
獅

子
舞
が
あ
る
こ
と
で
祭
り
ら
し
く
な
っ
た

し
、
受
け
継
ぐ
こ
と
で
世
代
問
の
交
流
が

で
き
、
楽
し
く
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
』

松谷龍之介江幌小学校長

①その年、はじめて登山すること。
また、その日、その日の祝い行事。
⑤物ごとによく通じること。また、
その人。味の一一。
⑦建物の土台石。礎石。物ごとを
なりたたせるもの。ケアハウス
かみふらのハイム一一一。
③養子縁組によって親子となった
人。
@竹・金属でつくり、先をとがら
せた細長い棒。一ーに刺す。
⑫あとにとどまる。死後にったわ
る。あまる。金が一一ー。
⑭春と秋との聞の季節で、立夏か
ら立春の前の日まで。
ふつう6・7・8月。
⑮液体などを入れる金属 ・陶器・
ガラスなどのうつわ。
⑪行ったり来たりすること。行き
来。国土一一省。
⑮俳句で、季節の季感をあらわす
ため、句によみこむ語。季題。

①くすりや。薬庖。病院などでく

すりを調合する所。医局の反対

語。

②舞をする。空中をとぶ。花びら

が一一。

③まねかれて式や会に来た客。

一一席。

④陸地と水面との境あたり。

ぎわ。

⑤ふりむく。ふりかえる。心配す

る。気にかける。過去を思いお

こす。回顧する。

①なくす。とりにがす。死なす。

⑮ひそかにすること。内密。忍び

の者。忍びの術。

⑬がまんづよくつづける気力。

一一負け。

⑮まるく長くて中がうつろのもの。

くだ。

の力ギコヨ
① ① ① @ @ 

」

@ ① 

日 『崎 』

LI 【

③ |① ⑬ 
聞

⑪ ⑫ ⑬ 

⑬ ⑬ ⑬ 

亡l
⑪ ⑬ 

~ 

みず

タテの力ギ

口を並べてひとつの言葉をつくってください。
答えを6月29日までに役場企画課調整課へご持参
ください。記念品を差し上げます。

氏名答え

図

5月号の答えは「ハハノヒ」でした



おいかわ だつや

及川達也<ん
(平成8年生まれ・西4線北31号)

「かたつむり」

お母さんかたつむりと子ど

ものかたつむりが追いかけっ

こしているみたいですね。

(包子先生)

かみ.3¥'9-之
前掲リー

わ
か
ば
愛
育
園

親子のかたつむりがうれし

そうにお散歩していますね。

(包子先生)

まっちと あかね

松本 朱音ちゃん
(平成7年生まれ・E目J1丁目)

「かたつむりJ

ぺ

五己ぐり逢
昭和44年か5ふれあい通りでスナッ
ク経営をしている台丸谷さんにお遥い

しまし走。

「先月号の堀内さんとは先代からの

知人で、ゴルフ仲間です。当時、美瑛

町から汽車で通勤していだのですが、

始発で美瑛町に帰る時、堀内さんの会

社事務所が駅前にあり、誰よりち朝早

く出社し、いっちピシッとスーツ姿で

仕事をしているのを見て共感しました。

以来、これまで私壱 11¥)がけ」をひと
つに、毎日休まず庖を聞けることがで

きています。

上富良野に住み、いろんな人と出会

えだこと、“人"が私の財産です。」と

語ってくれまし走。

寄託委長主ミさん
昭和12年生まれ

富町2丁目

保

グ

fち
条る 願し振皆願の周 い良たま雨たつんのも
例まさつは続様つ秋年新まいとし量。かもシた水
をちてて活きがてをを世すおはたがしれ、 lち田
制づ、い気の活い迎記紀。湿いが少かる春ズのに
定く安るが商気まえ念、 りえ、なし頃作ン歓青
しり全毎生工っすたす町 だ雨少く、と業を声々
、をで日じ業け。いべ制 つも々案畑なが迎がと
痛め安でてにば農もき施 た降遅じ作りーえ聞苗
まざ心あくも、家の豊行 とっかてにま段、乙が
しししりれ少不のと穣 50 思てついはし落農え育
い交てまる し家るち
事通暮すも ~~ ιV  、の運
故安ら。の 9~ I~J . ー皆動子
を全せと f・1 収制 息さ会ど

ご全なあ 「交通事故の無いまちにJ し交い少
しのいわ て通りし
た大よな 叶萩尾岸孝雄 ど事まで
い切うい 、う故しも
もさによ い日故抑もい交なま傷発問に死た減
のを、う町とのゼ止痛り通観す者生 かゼが少
と心ひに民願目ロしまま事光。数件最継ロ、き
思がと、のつ標継てしす故シこも数 1江続継そす
うけり事皆て達続、い 。も Lれ壇は皇を続のべ
毎てひ故様い成 l交死な多スかえ増入し 500成く
日日とをもまを、通亡ん発ンらて加旭て因果努
で々り起事す図 O 死事としを本きし事いもがめ
すをがこ故。り O 亡故して迎格て、故ま達出て
。過安さに た O 事をてまへ的い重のす成てま

上'富良野町ヘ

@菅野 稔よさん(¥里仁)，が!ら、

育l所施設環境整備用として、

ミの木9本を

た

者
苧社会福祉協議会へ

fil，@富山正義さん{本町)から、

m 父・正信さんの死去に際して、
斗き 5万円を
百@加賀美正明iさん 4束中)<かろ、
雇5 父・繁密さんlの1死去Itごl際lして、35叩
@):申河竹春さん"(束中》から、

掴 妻・秀子さんの死去に|際して、

が 5万円を
ι。野呂教男さん(東町)から、
でど i 義母・海老原シヅヱさんの死去

3 に際して、 5万円を
2、0岩井史雄さん{宮町)から、
4F 父・清ーさんlの死去に際IJL，τ、
守 置の!万l円|をu、
ま

t 
た

-訂正とお詫び (5月号)ぇ

待望のパークゴルフA場ト3頁一本
文2'9朽J目;Jr.維持管理!費に約I11千円

が必要Jとあるの1は、t約l=f万円IJ
の誤り:です.

6月お知!らせー17頁守の路線廃止「計

3，177.7mJとあるのは、r:計3;086.6mJ

の誤りです.

訂正してお詫びします。

学ω参考句r411ιよL固



YoungGe万台五託ion
[若い世代]

〆ー¥

6月3目、東中小・中学校合同大運動会が、東

中中学校グランドで行われましだ。この日は、

曇り空で風t強く、肌寒いあいにくの天候とな

り、強風で飛ばされる定め、地域の人たち右手

伝って児童生徒用のテントを急きょ疋たみまし

だ。雨t降ってきだので、プログラムを一部変更

しての運動会となりましだが、お父さんお母さ

んだちは力を入れて応援していました。

ノ

編
集
後
記

・
「
自
然
を
育
て
釣
り
を
楽
し
む
会
」
が
、
清
富
地
区

を
流
れ
る
川
に
ニ
ジ
マ
ス
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

清
富
小
学
校
の
児
童
、
か
生
活
学
習
の
一
環
と
し
て
こ

の
放
流
事
業
に
参
加
し
、
ニ
ジ
マ
ス
放
流
体
験
と
生

態
観
測
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
今
月
号
の
表
紙
は
、

そ
の
と
き
の
写
真
で
す
。
町
内
の
河
川
に
魚
が
住
め

る
場
所
が
少
な
い
こ
と
か
ら
は
、
魚
が
住
め
る
環
境

づ
く
り
を
し
よ
う
と
町
が
助
成
し
て
い
ま
す
。
稚
魚

た
ち
は
、
こ
の
き
れ
い
な
川
の
中
で
虫
や
乙
け
を
え

さ
に
初

m
ほ
ど
に
成
長
す
る
そ
う
で
す
。
(
お
)

・
各
家
庭
の
庭
先
や
街
の
道
路
沿
い
な
ど
に
、
き
れ

い
な
花
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
日
の
出
公

園
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
の
方

が
参
加
さ
れ
、
デ
ザ
イ
ン
も
様
々
に
私
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
町

」
か
ら
今
月
号
の
記
事
に
あ
る
新
・
ニ
ギ
ワ
イ
隊
が

検
討
し
て
い
る
「
花
の
妖
精
が
見
え
る
ま
ち
」
」
つ
く

り
を
町
民
み
ん
な
で
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
四
季
折
々
の

花
々
に
よ
る
心
安
ら
ぐ
、
観
光
客
も
ま
た
訪
れ
た
い

と
思
う
ρ

ま
ち
u

に
し
た
い
で
す
ね
。

-発行・編集/上富良野町役場企画調整課広報広聴係
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)は前月比

(+ 6) 

(+ 9) 

(ー3)

(+ 12) 

人のうごき

12，913 

6，561 

6，352 

5，309 

ロ

男

女

帯

人

世

平成13年5月31日現在
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